
九州歯科技工専門学校学校関係者評価結果（令和４年度） 

 

 

評価対象期間：令和３年１１月１日～令和４年１０月３１日 

評価日：令和４年１１月２２日 

評価者：藤谷 正峰、柴田 直、谷川 正彦、田中 正剛 

 

 

（１）教育理念・目標 

評価項目 評点 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 4 

理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されて

いるか 
5 

（特記事項） 

特に問題はないと考えられる。 

 

（２）学校運営 

評価項目 評点 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 4 

運営方針に沿った事業計画が策定されているか 4 

運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、また、有効

に機能しているか 
4 

人事・給与に関する規定等は整備されているか 3 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 4 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4 

教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 5 

情報システム化等による業務の効率化が図れているか 3 

（特記事項） 

ギコウグループの運営に変わり、運営などもかなり従前と変わってきた。特に、「歯科技工

業界への優秀な人材の輩出」という思いは伝わってくる。さらには地域の歯科技工所との

密な連携などもみられ、ともに歯科技工業界を良くしていこうという気持ちがこの１年は

よくみえた。これからも地域に根づいた歯科養成学校として歯科技工業界を盛り上げてい

けるようにしていただきたい。 

 

 



（３）教育活動 

評価項目 評点 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教

育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
4 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工

夫・開発などが実施されているか 
4 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作

成・見直し等が行われているか 
5 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携による職業体験・インターンシ

ップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか 
4 

職業教育等に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 4 

成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 5 

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはある

か 
5 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保している

か 
2 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を確

保するなどマネジメントが行われているか 
5 

関連分野における先端的な知識・技能等を習得するための研修や教員の指導力

育成など資質向上のための取り組みが行われているか 
5 

職員の能力開発のための研修等が行われているか 5 

（特記事項） 

昨年同様に若干教員数が少ないので早急に優秀な教員の補充を求める。特に歯科技工士免

許保有者でかつ臨床経験のある教員の補充が必須であると考えられる。デジタル歯科技工

機器の導入も終え、次年度はもっとこれら機器を生かした実習をしていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）学修成果 

評価項目 評点 

就職率の向上が図られているか 5 

資格取得率の向上が図られているか 5 

退学率の低減が図られているか 5 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 5 

（特記事項） 

国家試験合格率は新卒と既卒共に 100%をここ２年連続でキープし、さらには全国模擬試験

で全国１位や彫刻コンテスト全国大会予選通過など、今までの指導が確実に実を結び始め

ているので、これに満足せずさらなる飛躍を目指してもらいたい。 

 

（５）学生支援 

評価項目 評点 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 5 

学生相談に関する体制は整備されているか 5 

学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 4 

保護者と適切に連携しているか 5 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 5 

企業等との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みが行われているか 5 

（特記事項） 

企業説明会や企業奨学金制度の創設といった、学生サポートも今年度から始めており、今

後より一層充実した制度の確立を望む。 

 

（６）教育環境 

評価項目 評点 

施設・整備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 3 

学内外の実習施設、インターンシップ等について十分な教育体制を整備してい

るか 
4 

防災に対する体制は整備されているか 3 

（特記事項） 

今年度は補助金を用いてデザインソフト２個、切削加工機１台、シンタリングファーネス

１台を導入した。これにより、レジンおよびジルコニアの一貫工程が学べ、より実践的な

デジタル技工の実習が可能となった。 

校舎に関しては、暗い雰囲気の廊下・階段の補修、トイレの補修を行い、かなり明るい雰

囲気になった。今後も設備面にも大きく投資してほしい。 

 



（７）学生の受け入れ募集 

評価項目 評点 

学生募集活動は、適正に行われているか 5 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 5 

学納金は妥当なものとなっているか 5 

（特記事項） 

今年度も土曜・日曜に積極的にオープンキャンパスや SNSでの発信を地道に継続した結果、

現時点で６人の入学希望者を集めたので、この調子で継続していっていただきたい。 

 

（８）財務 

評価項目 評点 

財務状況を教職員が把握できているか 4 

（特記事項） 

特に問題はみられない。 

 

（９）法令等の遵守 

評価項目 評点 

法令、専修学校設置基準等の遵守および適切な運営がなされているか 5 

自己評価結果を公開しているか 5 

個人情報に関してその保護のための対策は行っているか 5 

（特記事項） 

自己評価および本評価をきちんと分析して学校運営に役立てていただきたい。 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

評価項目 評点 

地域のボランティア活動等に参加しているか ― 

（特記事項） 

今年はコロナ禍の影響で地域との交流は感染防止の観点から自粛をしているので、評価が

できない。 

 

（１１）国際交流 

評価項目 評点 

海外のデンタルショー等に参加しているか ― 

（特記事項） 

今年はコロナ禍の影響で展示会等が実施されていないので評価ができない。 



（１２）総評 

職業実践専門課程の認可、専門実践教育訓練給付講座の指定とこれまでにない学校へと変

化している。教育的な面でも将来を見据えた教育がなされており、今後も継続していって

ほしい。国家試験だけでなく卒後も見据えた即戦力となる実習指導も今後さらに強化・充

実させ、歯科業界で活躍する人材を輩出していってくれることを願う。課題としては、人

的ソースの補充と校舎外観等の補修を来年度も少しずつでいいのでやっていってほしい。 

 

【採点基準】 

５：非常に良い、４：良い、３：普通、２：悪い、１：非常に悪い、―：非該当 


